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Gビズポータルの令和 8年度の整備方針及び

活用事例のご紹介
令和8年9月16日 デジタル庁 国民向けサービスグループ Gビズポータル班
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Gビズポータルの令和８年度の整備方針
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一ヶ所で検索

行政手続棚卸調査等の情報や

生成AIを活用し行政手続情報と

補助金情報の検索が可能

①横断検索

一ヶ所でやりとり

申請書類のやりとりをデジタル化

申請者、士業者、行政機関等の間での

事前相談や修正依頼の体験を効率化

②電子ロッカー

一連の手続の確認

制度所管省庁を問わず複数の

必要な手続を一覧で案内

必要な手続を迷わず進められる

③手続ジャーニー

Gビズポータルの主要３機能
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令和８年度  機能拡充予定

事
業
者

提供したい価値

手続を探す

手続に気づく

書類を
準備・作成する

書類を
共有する

申請状況を
確認する

横断的に
・ワンストップ検索
・特定シーンの必要手続を網羅
的に提示

再活用・真正性
オンライン上に
ファイル 保管＆署名付与

双方向・シームレス
・フォルダ 共有＆チャット連絡
・ファイルのシステム間連携

一括確認
各申請を一括で確認

R8年度 開発

1Q 2Q 3Q 4Q

検索精度の改善

手続ジャーニー チェックリスト化

手続ジャーニー 対象拡大

商業登記電子証明書 リモート署名機能

手続管理機能（ Jグランツ審査状況連携 ）

電子ロッカー  システム間連携用 API の開発

R8年度の主な予定：「 Jグランツ審査状況連携」により手続管理機能を実装し、検索・申請・管理の一連のフローで価値提供
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主な取組①：手続ジャーニーでのチェックリスト機能
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①診断をはじめる ②質問に答える ③やることチェックリストを提示

ユーザーに現在の状況や希望についての診断として質問に答えてもらい、

その内容を元に最適な ネクストアクションをチェックリスト化して提示 する
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主な取組②：商業登記電子証明書のリモート署名

対象ファイルを選択

署名付与するファイルを選択し、
「署名付与 (PDF)」をクリックします。

署名付与に利用する商業登記認証局
発行の電子証明書を選択します。

鍵パスワードは電子証明書の発行
時に設定したものを入力します。

署名が完了すると、電子ロッカーの
「署名状態」から署名状態を確認でき
ます。

１ 電子証明書選択２ 鍵パスワード入力３ 認可コード表示４ 署名付与完了５

◼ 2026年7月に導入される商業登記電子証明書のリモート署名 APIを活用し、

 Gビズポータル電子ロッカー上でリモート署名を付与できる機能  を  2026 年9月30日(予定) にリリース。

◼ 利用者は、電子ロッカー上の書類に対して  署名付与(新機能) ・  署名確認(既存機能) をまとめて行える  ようになる。

認可コード入力

４ Gビズ IDアプリ’
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現状

補助金申請：

Jグランツで申請時に書類を提出し、申請
後の追加書類は別途メール等でやりとり

R8年度： APIの開発／技術検証

補助金申請：

電子ロッカー APIを開発し、電子ロッカーから J
グランツへのファイル共有技術検証を実施

R9年度以降： API利用開始・連携システム拡大

Jグランツ

事業者 事務局

Gビズポータル
電子ロッカー

• 補助金申請：電子ロッカーに格納したファイルを Jグラ
ンツ上で利用できるようになる

• その他手続： API連携対象システムを拡大、各手続シス
テムが電子ロッカーとファイル授受を行えるようになる

補助金申請 補助金申請

メール

主な取組③：電子ロッカー APIの開発

追加書類

Jグランツ

事業者 事務局

API連携技術検証

補助金申請

Gビズポータル
電子ロッカー

Jグランツ

事業者 事務局

その他手続

手続
システム

事業者 行政機関
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ファイル授受

ファイル授受

電子ロッカーを他の電子申請サービスから呼び出せるよう、令和 8年度中にAPI・共通機能を提供し、あわせて Jグランツか

らこの機能を呼び出せるようにする予定。

これにより、申請者（事業者）は電子ロッカーにあらかじめ格納しておいた書類を選ぶだけで Jグランツの申請に添付でき、

補助金申請でよく求められる書類を複数の申請で使い回せるようになる想定である。
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主な取組④：手続の進捗管理機能（ R8年度 Jグランツ審査状況連携）

令和6年度での調査結果 令和8年度で実装予定の手続管理機能（イメージ）

令和6年度の調査において、事業者向け手続の主要な課題の内、「審

査状況が分からず不安」等、手続管理に関する課題が優先度・必要度

ともに高であった
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• 手続の申請後の確認の手間や抜け漏れリスクを低減することを目的に、手続に関する審査状況・通知を Gビズポータル

で確認できる機能を実装する。

• 令和8年度では、 Jグランツでの審査状況を Gビズポータルに連携する取組を開始する。
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